























































よるものといえる。③ は、伊藤先生が現在まで注 目している南スラウェシにおける ト
ランスジェンダーを扱った論文で、一見、歴史人類学 とは違ったテーマにみえるが、






心 と類似 しているように感 じる)。もしかしたら、東京外国語大学フランス語科で二宮
宏之氏か らはアナール学派の論文の手ほどきを受けたことの遠い影響なのかもしれな
いQ
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「贈与」「交換」「生 産」「消費」「殺 人」「トランス ジェンダー」とい った トピックは、先
生が東京外国語大学 フランス語科時代 に読みふ けっていた と思 われ るジ ョルジュ ・バ
タイユ 的なテーマ ともいえ るの ではないか。バ タイユ はそれ らを 「侵犯」とい う視点






業。この頃、映画 「アラビアのロレンス」(ピー ター・オ トゥール主演)、ノンフィ









究所 を訪れ、研究会の末席に座 らせていただ くこともあった。当時、アジアア
フリカ言語文化研究所所長であった岡正雄氏の大学院の講義も聴講するが、一
度しか聴講した記憶がないのは不思議である。フランス語科では篠田浩一郎氏
からレヴィ=ス トロース 『野生の思考』、サル トルのフローベル論 『家族の馬鹿
息子』、二宮宏之氏からはアナール学派の論文の手ほどきを受ける。またモンゴ


































ブルイネッセン(現在ユ トレヒト大学名誉教授)と知 り合い、バ ンテン州まで
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